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１.はじめに 

物理学科に入学した皆さんは，１年次から２年次の前半までに，全学共通教育専門基礎教育科目

として，理学部の教育方針に沿った理学部コア科目を学びます。ここでは，数学，物理学，化学，

生物学の講義と実験が必修科目として配置されており，理学についての幅広い教養と基礎知識を身

につけます。２年次では，「自然科学実験１」に引き続いて「自然科学実験２」が始まります。物理

学科では，２年次後半に「物理学実験基礎」を必修科目として履修するので，「自然科学実験２物理」

を選択することはできません。また，宇宙地球科学の分野に興味を持っている皆さんは，１年次に

開講される選択科目，「宇宙地球科学１」，「宇宙地球科学２」，２年次に開講される選択科目，「自然

科学実験２地学」を受講してください。その他，「情報活用基礎」では，インターネットやコンピュ

ータに係る情報活用法の基礎を学ぶことができます。 

１年次の授業は数学科，物理学科，化学科，生物科学科の皆さんからなる混成クラスで構成され

ており，理学部の皆さんが学科を越えて親しくできる機会でもあります。皆さんが，他学科の皆さ

んとの間で，同じ理学を学ぶ仲間としての友情を育んでもらうことを期待しています。様々な分野

を目指す理学部の皆さんのつながりは，将来の大きな財産となるでしょう。 

また，専門教育科目として，「物理学セミナー」が配置されています。この科目は，“研究室で遊

ぼう”を旗印に行っている企画です。皆さんが希望の研究室に所属し，文書講読，実験実習等を通

して最先端の研究にふれたり，研究室の教員や皆さんの先輩である大学院生との交流を行い，大学

で学ぶということはどういうことかを知り，そして大学生活に慣れる機会を持つことを目的に開講

される科目です。選択科目ですが，全員参加の科目です。 

１年次後半からは専門教育科目が始まります。ここから，本格的に物理学を学び始めることにな

ります。受講に際して，最初は難しく思うかもしれませんが，粘り強く学習してください。 

 

２．物理学科専門教育系科目の編成 

次のページに示された図は，皆さんが１年次から４年次の間に学ぶ科目の編成図です。物理学科

が提供する専門教育科目の学年別の編成（上段の実線で囲まれた部分）と全学教育推進機構が理学

部の学生に提供する専門基礎教育科目（理学部コア科目，下段の実線で囲まれた部分）が記されて

います。 

 

この図で， 

◎印の付いている科目は，皆さんが卒業のために単位を修得しなければならない必修科目です。 

□印のついている科目は，選択必修科目で，卒業するためには，いずれか一方の科目の単位を修得

する必要があります。その他の科目は，選択科目です。 

複数年次または学期で開講される同名の講義科目は，いずれかの年次または学期でのみ単位取得可

能です。 
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３
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物
理

学
科

卒
業

要
件

単
位

表
 

 

履 修 区 分

 

全
学
共

通
教

育
科

目
 

専
門
教

育
科

目
合 計

 

教
養
教

育
科

目
 

言
語
・

情
報

教
育

科
目

 

基
礎
セ

ミ
ナ
ー

健
康
・

ス
ポ
ー

ツ
教
育

科
目
 

専
門
基

礎
教
育

科
目
 

（
理
学
部

コ
ア
科
目

か
ら
履
修

す
る
こ

と
）
 

＊
 

そ
の
他
 

必 修 科 目

 

選 択 必 修 科 目

 

選

  

択

  

科

  

目

 

基
礎

教

養
科
目

現
代
教

養
科
目

先
端
教

養
科
目
 

国
際
教
養
科
目
 

外
国
語
教
育
科
目
 

情
報
処

理
教
育

科
目
 

基
 
礎

教
養
１

国
 
際
 

教
養
１
 

国
 
際
 

教
養
２
 

第
１
外
国
語
 

第
 
２

外
国
語

大
 
学

英
 
語

  
 実

践
英
語
・
 

  
 専

門
英
語
 

実
 
践

英
 
語

専
 
門

英
 
語

単
位
数

 
2
 

2
 

2
 

2
 

4
 

3
 

1
 

3
 

2
 

－
2
 

2
5

6
 

4
7

8
 

1
6

1
2
5

 
○

○
○

 
○

 
○

○
○

○
 

○
○

○
 

 
 

 
 

 単
位
修

得
に

つ
い

て
の

注
意

（
P
．

5～
9
,
33

を
参
照

）
 

☆
専

門
基

礎
教

育
科

目
の

25
単

位
は

，
理

学
部

コ
ア

科
目

か
ら

修
得

す
る

こ
と

。
 

*
そ

の
他

の
６

単
位

：
○

印
で

指
定

さ
れ

た
科

目
の
う

ち
か

ら
，

卒
業

要
件

単
位

を
超

え
る

分
を

も
っ

て
充

て
る

。
な

お
，
「

国
際

教
養

２
」「

外
国

語
教

育
科

目
」「

健
康

・
ス

ポ

ー
ツ

教
育

科
目

」
に

つ
い

て
は

，「
全

学
共

通
教

育
科

目
履

修
の

手
引

き
」
に
記

載
さ

れ
て

い
る

理
学

部
配

当
科

目
及

び
＊

印
の

つ
い

た
科

目
の

み
を
「

そ
の

他
」
の

単
位

と
認

め

る
。

ま
た

,情
報

処
理

教
育

科
目

で
２

単
位

を
越

え
て

修
得

し
た

単
位

は
「

そ
の

他
」

の
科

目
の

単
位

に
は

な
り

ま
せ

ん
。

 

＜
理
学

部
コ

ア
科

目
＞

 
 

 
 

 
 

＜
自

由
選

択
科

目
＞

 
 

＜
専

門
教

育
科

目
＞

 

＊
＊
選

択
科

目
（

専
門

教
育

科
目

）
の

単
位

 
＝

 
 

選
択

科
目

 
４

単
位

（
上

限
）

 
＋

 
1
0
単
位

（
上
限

）
 

＋
 

選
択

科
目

の
単

位
 

＝
 

1
6
単

位
 

 ☆
理

学
部

コ
ア

科
目

の
選

択
科

目
に

つ
い

て
は
，

所
定

の
単

位
を

超
え

て
修

得
し

た
単

位
の

う
ち

４
単

位
を

限
度

と
し

て
，

専
門

科
目

の
選

択
科

目
に

算
入

す
る

。
た

だ
し

，
専

門
科

目
の

選
択

科
目

に
算

入
さ

れ
た

単
位

は
「
そ

の
他

」
科

目
の

単
位

に
は

算
入

し
な

い
。
 

☆
自
由
選
択
科
目
に
は
，
他
学
科
や
他
学
部
の
専
門
教
育
科
目
，
情
報
処
理
教
育
科
目
，
国
際
交
流
科
目
，
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
デ
ザ
イ
ン
科
目
，
グ
ロ
ー
バ
ル
コ
ラ
ボ
レ
ー
シ
ョ

ン
科
目
，
大
学
間
相
互
単
位
互
換
協
定
に
基
づ
く
他
大
学
の
科
目
が
対
象
と
な
り
ま
す
。
情
報
処
理
教
育
科
目
に
つ
い
て
は
，
所
定
の
単
位
を
超
え
て
修
得
し
た
単
位
が
対
象
で
，

こ
の
単
位
と
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
デ
ザ
イ
ン
科
目
・
グ
ロ
ー
バ
ル
コ
ラ
ボ
レ
ー
シ
ョ
ン
科
目
・
国
際
交
流
科
目
の
単
位
を
合
わ
せ
て
２
単
位
が
限
度
と
な
り
ま
す
。
理
学
部
で
は
,

こ
れ
ら
の
科
目
の
履
修
を
広
く
認
め
て
お
り
,特

に
所
属
す
る
学
科
の
専
門
と
関
連
す
る
科
目
に
つ
い
て
は
,自

由
選
択
科
目
に
含
め
る
単
位
と
し
て
履
修
を
奨
励
し
ま
す
。
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３．卒業のために必要な単位と条件 

卒業するまでには，２つのハードルがあります。それは，「物理学実験１，２」の履修条件（第４

セメスター終了時，２年生終了時）と「物理学（宇宙地球科学）特別研究」の履修（いわゆる研究

室配属）のための条件（第６セメスター終了時，３年生終了時）です。これらの科目の単位を修得

できない場合は留年という事になりますので注意してください。 

 

Ａ．専門教育科目の「物理学実験１，２」の履修のための条件（第４セメスター終了時） 

⑴ １，２年次配当の共通教育系科目で卒業に必要な 29 単位（基礎教養１を２単位，現代教養科

目２単位，先端教養科目・国際教養１を２単位，国際教養２を２単位，大学英語４単位，実践

英語３単位，専門英語１単位，第２外国語３単位，情報処理教育科目２単位，健康・スポーツ

教育科目２単位，その他６単位）のうち 24 単位以上を修得していることが必要です。 

⑵ １，２年次配当の専門基礎教育科目（理学部コア科目）で卒業に必要な 25 単位のうち，専門

基礎教育科目の「自然科学実験１」（数学，物理，化学，生物・地学）の４単位を含めて,合計

18 単位以上を修得していることが必要です。 

⑶ １，２年次配当の専門教育科目の必修科目 29 単位のうち「安全実験法」を含めて，21 単位

以上を修得していることが必要です。 

 

Ｂ．「物理学特別研究，宇宙地球科学特別研究」の履修のための条件（第６セメスター終了時） 

⑴ １，２年次配当の共通教育系科目を 26 単位以上修得していることが必要です。 

⑵ １，２年次配当の専門基礎教育科目（理学部コア科目）を 23 単位以上修得していることが必

要です。 

⑶ 専門教育科目のうち「物理学実験１，２」を含む必修科目 41 単位以上，選択科目 10 単位以

上，合計 51 単位以上を修得していることが必要です。 

 

Ｃ．卒業のための条件 

卒業のためには，共通教育系科目から 29 単位以上，専門基礎教育科目の理学部コア科目から 25

単位以上（必修科目 23 単位，選択科目２単位以上），専門教育科目から 71 単位以上（必修科目 47

単位，選択必修科目８単位，選択科目 16 単位以上）総計 125 単位以上を修得する必要があります。 

（前頁の表参照） 

 

単位の修得についての注意は，その他の注意事項の章（P．37）で詳しく説明していますので，必

ず読んでおいてください。 
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４．分野別ガイダンス（選択科目を履修する際のガイダンス） 

皆さんには，「幅広い自然科学の基本に裏打ちされた柔軟な発想」を持つ人間に育ってほし

いという願いから，学科の枠を越えた専門基礎教育科目（理学部コア科目）が用意されています。

物理学科が提供する専門教育科目に関しても，物理学科の学生が必修科目として必ず学ぶべき基本

的な内容に加えて，専門性の高い選択科目がたくさん開講され，充実したカリキュラムが提供され

ています。さらに他学科や他学部で提供されている理学系科目を加えて，物理学の範囲を越えた広

い選択の可能性を皆さんに与えるカリキュラムを編成しています。 

しかし，選択科目は選択の幅が広いことで，皆さんが不必要に混乱するかも知れません。そこで，

皆さんが選択科目を選択する際のガイダンスをまとめました。以下のガイダンスを参考にして科目

の選択を行ってください。その際，卒業要件単位数を満たせばこれで十分というわけではありませ

ん。４年次の卒業研究（特別研究）の充実と将来の発展のために，可能であれば，卒業要件単位数

を超えて履修し，より深く，より広く学ぶことを強く推奨します。 

 

Ａ．選択科目履修の指針 

将来進む分野にかかわらず履修を推奨する科目として以下のものがあります。 

１年次 

物理学セミナー，理学への招待，現代物理学入門（理学部コア科目） 

２年次 

確率・統計（理学部コア科目），電磁気学２，物理実験学 

３年次 

量子力学３，先端物理学・宇宙地球科学輪講 

 

また，３年次１学期あるいは４年次１学期に割り当てられている「科学技術論Ａ，Ｂ」や「科学

英語基礎」も履修しておくとよいでしょう。 

 

以上の科目に加えて，将来進む方向（進路）をある程度想定している皆さんのために履修してお

くと役に立つと思われる科目を進路別に掲げます。もちろん，将来進む方向を今から決定する必要

は全くありません。進路別ガイダンスの科目はあくまでも皆さんの「参考」のためであって，皆さ

んが自らの興味にしたがって自由に履修科目を決定することを妨げるものでは決してないことを強

調しておきます。また，進路別ガイダンスの科目のすべてを履修する必要があるわけでもありませ

ん。 

皆さんは４年次進学の際に各研究室に配属になりますが，進路別ガイダンスに沿って科目を履修

したかどうかが，研究室配属の決定に影響を与えることは全くありません。 

繰り返しになりますが，将来進む方向をあまり狭く考えずに，できるだけ幅広くさまざまな分野

の科目を履修することが最も大切です。
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     Ｂ．選択科目の
      

 
将来進む分野にかかわらず

履修を推奨する科目 

 素粒子・原子核・宇宙物

理学の理論分野 

 素粒子・原子核・宇宙物

理学の実験分野 

１年次 物理学セミナー 

理学への招待 

＊現代物理学入門 

 ＊宇宙地球科学１ 

＊宇宙地球科学２ 

 ＊宇宙地球科学１ 

＊宇宙地球科学２ 

 ↓ 
 

↓ 
 

↓ 

２年次 ＊確率・統計 

電磁気学２ 

物理実験学 

 量子物理学概論  量子物理学概論 

 ↓  ↓  ↓ 

３年次 量子力学３ 

先端物理学・宇宙地球科学輪

講 

科学技術論Ａ 

科学技術論Ｂ 

科学英語基礎 

 

 数理物理３ 

物性物理学１ 

プラズマ物理学 

原子核物理学１ 

宇宙物理学 

 数理物理３ 

〔物性物理学１〕 

惑星科学概論 

連続体力学 

プラズマ物理学 

原子核物理学１ 

宇宙物理学 

 ↓  ↓  ↓ 

４年次 科学技術論Ａ 

科学技術論Ｂ 

科学英語基礎 

 数値計算法 

原子核物理学２ 

相対論 

素粒子物理学１ 

素粒子物理学２ 

相対論的量子力学 

 数値計算法 

原子核物理学２ 

極限光物理学 

相対論 

素粒子物理学１ 

素粒子物理学２ 

相対論的量子力学 

      

その他 

  

数学科の科目で理論物

理に関係が深い科目 

  

      

 ＊印は専門基礎教育科目（理学部コア科目）   

 〔 〕印は，できれば学んでおいた方が好ましい科目   
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分野別ガイダンス   
 

     
物性物理学の 

理論分野 

 物性物理学の 

実験分野 

 地球惑星科学の 

実験分野 

      ＊宇宙地球科学１ 

＊宇宙地球科学２ 

↓ 
 

↓ 
 

↓ 

量子物理学概論 

熱物理学演義 

 量子物理学概論 

熱物理学演義 

 ＊自然科学実験２(地学) 

地球科学概論 

宇宙地球フィールドワーク１ 

宇宙地球フィールドワーク２ 

↓  ↓  ↓ 

数理物理３ 

物性物理学１ 

物性物理学２ 

連続体力学 

〔光物理学〕 

 数理物理３ 

物性物理学１ 

物性物理学２ 

連続体力学 

光物理学 

質量分析学 

 物性物理学１ 

物性物理学２ 

連続体力学 

光物理学 

生物物理学概論 

原子核物理学１ 

惑星科学概論 

地球惑星進化学 

宇宙物理学 

質量分析学 

宇宙地球フィールドワーク３ 

宇宙地球フィールドワーク４ 

↓ 
 

↓ 
 

↓ 

数値計算法 

物性物理学３ 

相対論的量子力学 

 物性物理学３  数値計算法 

物性物理学３ 

地球惑星物質学 

     

基礎工学部・電子物理

学科の科目の中で物

性理論と関係の深いも

の 

 基礎工学部・電子物理学

科の科目（例えば，光物理

学基礎，光物理学特論，

磁気物理工学など），理学

部・化学科の量子化学１・

２ 

 生物科学科の科目： 

 生命現象の物理 

化学科の科目： 

 基礎化学 

 化学反応論 
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５．その他の注意事項 

 

Ａ．演義の履修に関する注意 

演義はスタンダードとアドバンストの２つのクラスに分かれています。スタンダード・クラス

では，標準的な演習問題を解くことにより，基礎を身につけることを目指します。アドバンスト・

クラスでは，スタンダード・クラスと同じ問題に加えて，いくつかの応用問題を解くことにより

発展的理解を目指します。皆さんはどちらかのクラスに属して演義を受講します。 

 

Ｂ．教職に関わる学生実験の単位の修得について 

中学校理科の教員免許を取得するためには，物理学，化学，生物学，地学の各実験科目の単位

が必要です。Ⅰ，Ⅱ，Ⅲセメスターに開講される理学部コア科目から「自然科学実験１物理」「自

然科学実験１化学」「自然科学実験２生物」「自然科学実験２地学」以上４科目を全て履修してく

ださい。 

一方，高等学校理科の教員免許のみを取得する場合は，選択科目である「自然科学実験２生物」

および「自然科学実験２地学」を必ずしも履修する必要はありません。 

 

Ｃ．教職に関わる「理科教育法」の単位修得について 

中学校理科の教員免許を取得するためには，３年次を対象に開講されている１学期「理科教育

法Ａ（またはＣ）」および２学期「理科教育法Ｂ（またはＤ）」の両方を履修してください。 

一方，高等学校の教員免許のみを取得する場合は，１学期「理科教育法Ａ（またはＣ）」もしく

は２学期「理科教育法Ｂ（またはＤ）」のいずれかを履修してください。 

 

Ｄ．掲示板について 

物理学科では皆さんに重要なアナウンスがある場合，掲示板に通知を出して連絡するシステム

を採っています。具体的には，試験の結果や追試験・補講の日程や学生の呼出し通知など，単位

を修得するのに不可欠な連絡事項，奨学金についての情報等，皆さんが大学生活で必要な情報が

掲載されます。したがって学生皆さんは，掲示板を頻繁に（できるだけ毎日）確認する必要があ

ります。理学部全学科共通の掲示板，および物理学科に関係する掲示板は，以下の 3 箇所にあり

ます。 

1）全学教育講議Ａ棟 

2）理学部通用口前（理学部全学科共通） 

3）理学部・H 棟 2階，コミュニケーションスペース（物理学科専用） 

  なお，パソコンの Web ブラウザからログインする学務情報システム「KOAN」の掲示板のみのも

のもありますので，注意してください。 
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６．物理学科の理数オナープログラムについて 

 

物理学科では強い意欲を持つ学生を応援するための理数オナープログラムを実施しています。理

数オナープログラムに参加を希望する人は，次の科目を履修してください。 

 

（１）オナーセミナーを 2科目 2 単位以上 

   （そのうち少なくとも 1科目 1 単位は物理オナーセミナーであること） 

 

（２）必修科目の演義以外に選択科目の熱物理学演義（2 単位） 

 

（３）先端物理学・宇宙地球科学輪講（2 単位） 

 

（４）上記（１）～（３）以外の物理学科専門教育科目の選択科目の中から 24 単位以上 

 ※物理学科専門教育科目は p.131 の科目表に記載する科目です。ただし，次の学科共通科目は除

きます。 

  安全実験法，理学への招待，科学技術概論Ａ・Ｂ，数値計算法基礎，科学英語基礎 

 

● 理数オナープログラム修了の条件 

 以上の単位を修得し，4年次の物理学特別研究/宇宙地球科学特別研究の成績がＳで，単位数の

重みをつけた物理学科専門教育科目（学科共通科目を除く）の平均成績（ＧＰＡ）が３．００以

上であれば，卒業時に理数オナープログラム修了証を授与します（Ｓ＝４，Ａ＝３，Ｂ＝２，Ｃ

＝１，Ｆ＝０）。 

  

 なお，開講されるオナーセミナーに関しては次の「理数オナープログラム」ホームページを参

照してください。 

  

  http://www.sci.osaka-u.ac.jp/ja/honr/ 

 

＜履修上の注意＞ 

物理オナーセミナーは，共通教育科目「外国語教育科目」等と同様に「積重ね科目」となります。

「時間割表」や「授業概要（シラバス）」は数字を省略した科目名で表記されていますが，修得成績

は単位を修得した順に「物理オナーセミナー１，２，３・・・」などと自動的に数字が付番されま

す。 

 

－ 38 －



 

－39－ 

７．卒業後の進路 

 

物理学科の卒業生は，例年約 90％が大学院博士前期課程（修士課程）に進学します。先に述べた

ように物理学科の講義・演義は，大学院理学研究科の物理学専攻および宇宙地球科学専攻の教員が

担当しており，４年次の卒業研究（特別研究）は両専攻の研究室に配属されて行なわれます。大学

院に進学する学生の大多数は，両専攻の修士課程に進学しますが，近年他大学から両専攻の大学院

へ入学する学生が増加し，逆に本学科から他大学の大学院へ移るケースも増えています。学部卒業

生のうち約 10％は就職しますが，電気・製造業のほか，近年では銀行，証券会社などへ就職する人

も少なくありません。 

大学院博士前期課程（修士課程）は２年で修了し，その卒業生の約 70％が電気・製造業を中心と

した企業に就職します。この場合，企業内の研究職につくことが多いようです。残りの約 30％の学

生は大学院博士後期課程（博士課程）に進学します。博士課程を卒業すると，ほとんどの人が大学

あるいは公的機関や企業の研究所で，研究者としての道を歩むことになります。 

     

８．Ｑ＆Ａ 

 

〔単位について〕 

Ｑ１ ３セメスター終了時に卒業に必要な全学共通教育科目の単位数をとれなかったのですが？ 

Ａ１ あまり多くの単位を落としていますと，３年次の物理学実験１，２を受講することができな

くなります。（P．33 参照）できるだけ必要な単位は全部修得するよう努めてください。 

Ｑ２ ３年次の物理学実験１，２の単位がとれなかったらどうなりますか？ 

Ａ２ 物理学実験１，２の単位を修得していなければ，４年次の特別研究（必修）の受講が認めら

れません。したがって，卒業は少なくとも１年遅れることになります。（P．33 参照） 

Ｑ３ ４年次の特別研究はどういう科目ですか？ 

Ａ３ ４年次の物理学特別研究または宇宙地球科学特別研究は，通称“研究室配属”と呼ばれてお

り，研究室に所属しゼミや実験を行います。この科目は選択必修科目ですので，この単位を

修得しなければ卒業はできません。 

 

〔講義と演義〕 

Ｑ１ 物理学科に入学したのに，物理以外の科目を多く学ぶのは苦痛ですが。 

Ａ１ 確かに，物理を勉強したいと思って志望したのですから，物理以外の科目を学ぶのは苦痛に

感じるかもしれません。しかし，数学は物理を学ぶうえでの「言語」ですから，数学が大切

なことは言うまでもありません。また，化学や生物ですが，皆さんの将来を考えると，勉強

しておかなければならない大切な基礎科目です。皆さんは将来，研究機関や会社で，物理を

基礎として様々な分野で研究を行うことになるでしょう。この時，化学や生物等の基礎的知

識は幅広い研究を行うために大変役に立つと思います。 

Ｑ２ もっと物理を学びたいのですが，どうしたらいいですか？ 

Ａ２ １年次前半に「物理学セミナー」を開講します。この科目では，“研究室で遊ぼう”を旗印に，

皆さんが希望の研究室でゼミを行い，最先端の話を聞いたり，日頃の授業についての質問を

したりして，興味の幅を広げることができます。実験系の研究室を選ぶと，意欲があれば実

験に参加する事も可能でしょう。理論系の研究室を選ぶと，最先端の理論について質問した
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りできるでしょう。知的興味を広げて将来の進む方向を決めるのに役立ててください。２年

次からは「物理オナーセミナー」も開講します。少人数セミナーですので，より深く学びた

い人は選択してみてください。 

Ｑ３ 演義はなんのためにあるのですか。 

Ａ３ 物理学を理解するためには，講義を聞いてノートを取るだけでは不充分です。いろいろな問

題を自分の力で解けるようになってはじめて，本当に理解したといえるのです。そのために

は，自分で手を動かして実際にいろいろな問題に取り組んでみることが重要です。演義はそ

のための科目です。演義のクラスでは講義で学んだ内容に沿った演習問題が出されます。そ

れらを自分で解いてみる経験を積み重ねることによって，講義内容を深く理解できるように

なり，物理学のさまざまな分野の根底に流れる共通性・普遍性といったものに対する感覚が

養われることでしょう。 

Ｑ４ 演義に２つの分類がありますが，どちらをとったらいいですか？ 

Ａ４ 演義にはスタンダード（標準）・クラスとアドバンスト（上級）・クラスがあります。アドバ

ンスト・クラスでは，スタンダード・クラスより進んだ応用問題も扱います。どちらのクラ

スに入るかは，希望調査の結果とそれまでの成績をもとに決めて掲示します。なお，試験は

共通の問題で行います。 

 

〔転科〕 

Ｑ１ 転科を希望しているのですが。 

Ａ１ まず，身近にいる教員，例えば物理学セミナーの担当教員，クラス担任，学科長等に相談し

てください。相談の後，転科を希望する場合は，２学期終了時に行われる転科試験を受験し

てください。（P．９参照） 

 

〔転部〕 

Ｑ１ 転部を希望しているのですが。 

Ａ１ 転部を希望する場合，受け入れ学部の規則がありますので，まず理学部学務係にご相談くだ

さい。 

 

〔いろいろな情報〕 

Ｑ１ 物理学科の掲示板はどこにありますか？ 

Ａ１ 理学部Ｈ棟 2階のコミュニケーションスペースの前に物理学科専用の掲示板があります。物

理学科の皆さんへの伝達事項がこの掲示板に掲示されることも多いので，理学部全学科共通

の掲示板とあわせてこの掲示板を毎日見ておいてください。なお，パソコンの Web ブラウザ

からログインする学務情報システム「KOAN」の掲示板のみのものもありますので，注意して

ください。 

Ｑ２ 悩みを相談したいことがあるのですがどうすればよいですか？ 

Ａ２ 教科については，担当教員に話しかける，担当教員に電子メールを出す等，気軽に相談して

ください。また，クラス担任や学科長と話すのもいいでしょう。その他，理学部には「なん

でも相談室」がありますので，気軽に相談に行ってください。また，相談員制度があり，各

学科から選ばれた相談員が担当していますので，ここでも相談できます。（P．89 参照） 

Ｑ３ 物理学科の事務室はどこにありますか？ 

Ａ３ 理学部Ｈ棟 4階Ｈ408 室に物理事務室があります。

－ 40 －




